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小

川

法

道

は
じ
め
に

大
乗
仏
教
に
お
け
る
業
思
想
は
空
思
想
の
影
響
か
ら
、
業
報
を
軽
減
す
る
こ
と
や
自
己
の
善
根
功
徳
を
他
者
に
振
り
向
け
る
廻
向
等

の
思
想
へ
と
変
容
し
て
い
く
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
浄
土
教
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
空
思
想
の
影
響
を
受
け
、
業
報
思
想
は
無
視
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
業
の
原
則
は
緩
和
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
浄
土
教
に
お
い
て
業
思
想
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
で
浄
土
教
の
諸
師
が
ど
の
よ
う
に
業
の
超
克
の
道
筋
を
つ
け
て
き
た
の
か
、
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
浄
土
教
に
は
往

生
浄
土
と
い
う
当
益
の
他
に
現
益
と
し
て
「
転
重
軽
受
」
や
「
延
年
転
寿
」
の
思
想
が
あ
る
。「
転
重
軽
受
」
は
業
報
を
軽
減
す
る
は

た
ら
き
が
あ
り
、
不
定
業
で
あ
る
か
ら
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
し１

）
、「
延
年
転
寿
」
は
自
己
の
力
ま
た
は
仏
の
加
護
に
よ
っ
て
、
こ

の
世
に
お
け
る
寿
命
を
延
ば
す
は
た
ら
き
が
あ
る
。
両
者
は
業
思
想
と
関
連
の
深
い
思
想
で
あ
り
、
浄
土
教
の
中
で
業
思
想
が
ど
の
よ

う
に
変
遷
し
た
か
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
得
る
。
こ
の
「
延
年
転
寿
」
に
つ
い
て
は
仏
教
の
教
義
的
方
面
と
、
中
国
思
想
的
方
面
か

ら
の
考
察
を
要
す
る
。
そ
う
し
た
問
題
領
域
の
中
で
仏
典
に
は
「
延
年
転
寿
」
と
類
似
し
た
「
延
年
益
寿
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
「
転
」
と
「
益
」
の
語
の
相
違
の
背
景
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。
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仏
教
に
お
け
る
寿
命
と
そ
の
変
容

ま
ず
「
延
年
転
寿
」
の
思
想
を
見
る
に
あ
た
っ
て
、
仏
教
に
お
い
て
寿
命
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
見
て

お
く
こ
と
に
す
る
。
部
派
仏
教
教
義
書
の
中
で
最
も
多
く
現
存
す
る
説
一
切
有
部
の
教
義
で
は
、「
命
根
」
と
「
寿
」
を
同
義
語
と
す

る
。
そ
の
命
根
は
基
本
的
に
前
生
の
生
を
終
え
た
時
、
次
生
に
結
生
さ
せ
る
は
た
ら
き
が
あ
り
、
そ
し
て
生
を
得
た
の
ち
は
死
有
ま
で
、

そ
の
生
を
維
持
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
寿
は
煖
（
体
温
）
と
識
と
を
維
持
す
る
は
た
ら
き
を
も
っ
て
い
て
、
実
体
を
も
つ
法

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
経
部
は
種
子
説
を
と
る
た
め
に
実
体
と
し
て
の
寿
は
認
め
な
い
が
、
寿
は
同
様
の
は
た
ら
き
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
命
根
は
過
去
の
業
（
引
業
）
に
よ
っ
て
現
生
に
引
か
れ
、
そ
し
て
現
生
に
お
い
て
も
命
根
は
そ
の
過
去

業
に
依
っ
て
転
起
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
生
の
命
根
は
過
去
業
に
よ
っ
て
そ
の
期
間
が
決
め
ら
れ
る
と
い
え
る２

）
。
つ
ま
り
仏
教
に
お

い
て
寿
命
と
は
、
過
去
世
の
業
因
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
異
熟
果
の
こ
と
を
い
う
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
寿
命
に
関
す
る
「
延
年
転
寿
」
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
を
思
想
史
的
に
た
ど
っ
て
い
く
こ
と

と
す
る
。
す
で
に
望
月
信
亨
氏
に
よ
っ
て
「
延
年
転
寿
」
の
思
想
は
『
阿
毘
達
磨
発
智
論
』（
以
下
『
発
智
論
』
と
略
す
）
巻
第
一
二
、

『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』（
以
下
『
倶
舎
論
』
と
略
す
）
巻
第
三
に
出
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る３

）
。
そ
こ
で
は
「
延
年
転
寿
」
と
い
う
語
は

用
い
ら
れ
な
い
が
、
仏
が
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
の
で
き
る
留
多
寿
行
や
寿
命
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
捨
多
寿
行
を
説
き
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

云
何

芻
留
多
壽
行
。
答
謂
、
阿
羅
漢
成
就
神
通
、
得
心
自
在
。
若
於
僧
衆
、
若
別
人
所
、
以
衣
、
以
鉢
、
或
以
隨
一
沙
門
命
縁
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衆
具
布
施
、
施
已
發
願
、
即
入
邊
際
第
四
靜
慮
、
從
定
起
已
、
心
念
口
言
、
諸
我
能
感
富
異
熟
業
、
願
此
轉
招
壽
異
熟
果
。
時
彼

能
招
富
異
熟
業
、
則
轉
能
招
壽
異
熟
果
。

云
何

芻
捨
多
壽
行
。
答
謂
、
阿
羅
漢
成
就
神
通
、
得
心
自
在
。
如
前
布
施
、
施
已
發
願
、
即
入
邊
際
第
四
靜
慮
、
從
定
起
已
、

心
念
口
言
、
諸
我
能
感
壽
異
熟
業
、
願
此
轉
招
富
異
熟
果
。
時
彼
能
招
壽
異
熟
業
、
則
轉
能
招
富
異
熟
果４

）
。

こ
こ
で
は
ど
う
し
て
比
丘
の
寿
命
を
多
く
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
留
多
寿
行
）
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
阿
羅
漢
で
あ
れ
ば

神
通
力
を
成
就
し
て
心
の
自
在
を
得
て
い
る
の
で
、
僧
の
集
団
や
個
人
に
対
し
て
、
命
を
存
続
さ
せ
る
衣
や
鉢
等
の
物
を
布
施
し
、
寿

行
を
続
け
保
つ
こ
と
を
願
っ
て
辺
際
静
慮
の
禅
定
に
入
っ
て
、
そ
の
禅
定
か
ら
出
た
後
に
「
私
が
こ
の
世
で
得
ら
れ
る
富
の
異
熟
業
を

転
じ
て
、
寿
の
異
熟
果
を
招
い
て
く
だ
さ
い
」
と
心
で
念
じ
、
か
つ
口
で
も
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
寿
命
を
留
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
答
え
る
。
ま
た
ど
う
し
て
比
丘
の
寿
命
を
多
く
捨
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
捨
多
寿
行
）
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
先
の
留
多

寿
行
と
同
様
に
、
辺
際
静
慮
の
禅
定
に
入
っ
て
、
そ
の
禅
定
か
ら
出
た
後
に
「
私
が
こ
の
世
で
得
ら
れ
る
寿
の
異
熟
業
を
転
じ
て
、
富

の
異
熟
果
を
招
い
て
く
だ
さ
い
」
と
心
で
念
じ
、
か
つ
口
で
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
寿
命
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
答
え
る
。

つ
ま
り
阿
羅
漢
や
仏
の
位
に
あ
れ
ば
、
自
己
の
定
力
と
願
力
に
よ
っ
て
富
を
感
ず
る
業
を
転
じ
て
、
寿
の
異
熟
を
感
ず
る
業
へ
と
転

換
す
る
こ
と
が
で
き
、
寿
命
の
長
短
を
自
在
に
操
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
寿
と
富
は
対
比
関
係
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
留
捨
寿
行
に
つ
い
て
概
観
し
た
。「
留
捨
寿
行
」
の
思
想
が
「
延
年
転
寿
」
の
思
想
へ
と
変
遷
し
て
き
た
こ
と
は
望
月
氏
の
指

摘
す
る
通
り
で
あ
る５

）
。
以
下
、
望
月
氏
の
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
こ
の
問
題
を
整
理
し
て
い
く
。
仏
教
が
中
国
に
入
っ
て
か
ら
土
着
の
思

想
で
あ
る
道
教
の
増
寿
益
算
の
思
想
に
影
響
さ
れ
、
偽
経
と
い
わ
れ
る
多
数
の
経
典
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
仏
説
延
寿
経
』

や
『
続
命
経
』、『
仏
説
益
算
経
』
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る６

）
。
そ
の
中
、
劉

元
嘉
四
（
四
二
七
）
年
、
智
厳
（
三
五
〇
｜
四
二
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七
）
と
宝
雲
（
三
七
二
ま
た
は
三
七
六
｜
四
四
九
）
の
訳
と
伝
え
ら
れ
る
『
四
天
王
経
』
に
も
道
教
の
影
響
を
受
け
た
形
跡
が
見
ら
れ
、

寿
命
の
長
短
が
決
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

佛
告
諸
弟
子
。
愼
爾
心
念
、
無
愛
六
欲
、
漱
情
去
垢
、
無
求
爲
首
。
内
以
清
淨
、
外
當
盡
孝
。
…
（
中
略
）
…
壽
命
猶
電
、
恍
惚

即
滅
。
齋
日
責
心
愼
身
守
口
。
諸
天
齋
日
伺
人
善

。
須
彌
山
上
即
第
二

利
天
、
天
帝
名
因
。
福
徳
巍
巍
典
主
四
天
。
四
天
神

王
即
因
四
鎭
王
也
。
各
理
一
方
、
常
以
月
八
日
遣
使
者
下
、
案
行
天
下
、
伺
察
帝
王
臣
民

鬼

蜚

行
蠕
動
之
類
心
念
口
言
身

行
善

。
十
四
日
遣
太
子
下
、
十
五
日
四
天
王
自
下
、
二
十
三
日
使
者
復
下
、
二
十
九
日
太
子
復
下
、
三
十
日
四
王
復
自
下
。
四

王
下
者
、
日
月
五
星
二
十
八
宿
、
其
中
諸
天

然
倶
下
。
四
王
命
曰
、
勤
伺
衆
生
施
行
吉
凶
。
若
於
斯
日

佛

法

比
丘
僧
、

清
心
守
齋
、
布
施
貧
乏
、
持
戒
忍
辱
精
進
禪
定
、
翫
經
散
説
開
化
盲
冥
、
孝
順
二
親
、
奉
事
三
尊
、
𥡴
首
受
法
、
行
四
等
心
、
慈

育
衆
生
者
、
具
分
別
之
以
啓
帝
釋
。
若
多
修
徳
精
進
不
怠
、
釋
及
輔
臣
三
十
三
人
、

然
倶
喜
。
釋
勅
伺
命
増
壽
益
算７

）
。

こ
こ
で
は
仏
は
諸
々
の
弟
子
に
対
し
、
心
念
を
慎
ん
で
六
欲
に
流
さ
れ
ず
に
、
情
を
漱
ぎ
、
煩
悩
の
垢
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

対
象
を
求
め
る
こ
と
が
無
い
こ
と
を
第
一
と
し
、
内
心
を
清
浄
に
し
て
外
に
向
か
っ
て
は
孝
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て

寿
命
は
稲
光
の
よ
う
に
恍
惚
と
し
て
す
ぐ
に
滅
す
る
か
ら
、
斎
日
に
は
心
を
責
め
て
身
を
慎
み
、
口
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
四

天
王
等
の
諸
天
は
斎
日
に
人
の
善
悪
を
伺
察
し
、
そ
の
四
天
王
は
そ
れ
ぞ
れ
一
方
角
を
任
さ
れ
、
常
に
月
の
八
日
に
使
者
と
と
も
に
天

界
よ
り
下
っ
て
案
行
し
、
そ
の
国
の
王
や
臣
民
、

や
鬼
、

蜚
、

行
、
蠕
動
の
類
の
心
の
思
い
や
口
で
言
っ
た
こ
と
、
身
の
行
い

の
善
悪
を
伺
察
す
る
。
同
じ
よ
う
に
一
四
・
二
九
日
に
は
太
子
と
と
も
に
、
一
五
・
三
〇
日
に
は
四
天
王
自
ら
が
、
二
三
日
に
は
使
者

と
と
も
に
伺
察
す
る
の
で
あ
る
。
四
天
王
は
衆
生
の
吉
凶
の
行
い
を
伺
察
し
、
こ
の
日
の
内
に
三
宝
に
帰
依
し
、
心
を
清
ら
か
に
し
、
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斎
戒
を
守
り
、
貧
し
い
人
に
布
施
し
、
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
を
修
し
、
経
を
読
ん
で
は
説
い
て
盲
冥
な
者
を
教
化
し
、
親
に
孝

行
を
し
、
三
尊
を
奉
事
し
稽
首
し
法
を
受
け
、
四
無
量
心
を
行
じ
、
衆
生
を
慈
し
み
育
ん
だ
者
を
考
慮
し
て
、
多
く
徳
を
修
し
精
進
す

る
者
を
帝
釈
天
に
報
告
し
て
、
そ
の
者
の
寿
命
を
増
や
す
（
増
寿
益
算
）
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
四
天
王
等
が
衆
生
の
教
化
を
行
い
、
そ
の
衆
生
が
こ
の
日
の
内
に
仏
道
修
行
を
修
し
た
な
ら
ば
寿
命
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
増
寿
益
算
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
道
教
の
代
表
的
な
著
『
抱
朴
子
』（
三
一
七
年

述８
）

）
内
篇
第
六
微
旨
の
影

響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
箇
所
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

或
曰
、
敢
問
欲
修
長
生
之
道
、
何
所
禁
忌
。
抱
朴
子
曰
、
禁
忌
之
至
急
、
在
不
傷
不
損
而
已
。
按
易
内
戒
及
赤
松
子
經
及
河
圖
記

命
符
皆
云
、
天
地
有
司
過
之
神
、
随
人
所
犯

重
、
以
奪
其
算
、
算
減
則
人
貧
耗
疾
病
、
屡
逢
憂
患
、
算
盡
則
人
死
、
諸
應
奪
算

者
有
數
百
事
、
不
可
具
論
。
又
言
身
中
三

、
三

之
爲
物
、
雖
無
形
而
實
魂
靈
鬼
神
之
屬
也
。
欲
使
人
早
死
、
此

當
得
作
鬼
、

自
放

遊
行
、
享
人
祭

。
是
以

到
庚
申
之
日
、

上
天
白
司
命
、
道
人
所
爲
過
失
。
又
月
晦
之
夜
、
竈
神
亦
上
天
白
人
罪
状
。

大
者
奪
紀
。
紀
者
、
三
百
日
也
。
小
者
奪
算
。
算
者
、
三
日
也９

）
。

こ
こ
で
は
長
生
の
道
を
修
め
る
時
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
天
地
に
は
過
ち
を
司
る
神
が
い
て
、

人
の
犯
す
罪
の
軽
重
に
随
っ
て
そ
の
算
（
命
数
）
を
奪
う
と
い
う
。
算
が
減
る
と
人
は
貧
困
や
病
気
を
起
こ
し
て
、
た
び
た
び
心
配
事

に
遇
い
、
算
が
尽
き
た
ら
死
ぬ
の
で
あ
る
。
ま
た
人
の
身
中
に
三

と
い
う
虫
が
い
て
、
三

は
そ
の
形
が
な
く
魂
の
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
人
を
早
く
死
な
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
人
が
死
ね
ば
こ
の
三

は
鬼
（
幽
霊
）
と
な
っ
て
、
思
い
の
ま
ま
に
あ
ち
こ
ち

行
っ
て
、
人
が
祀
っ
た
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
庚
申
の
日
に
な
る
と
天
に
上
っ
て
司
命
に
人
の
犯
し
た
過
失
を
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言
い
、
ま
た
晦
日
の
夜
に
は
、
竈
の
神
も
天
に
上
っ
て
人
の
罪
状
を
申
す
。
罪
が
大
き
け
れ
ば
紀
（
三
百
日
）
の
寿
命
を
奪
い
、
小
さ

け
れ
ば
算
（
三
日
）
の
寿
命
を
奪
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
抱
朴
子
』
で
は
天
に
報
告
さ
れ
た
人
の
罪
状
に
よ
っ
て
、
神
に
寿
命
が
奪
わ
れ
る
奪
算
説
を
説
い
て
い
て
、
そ
の
肯

定
的
な
も
の
が
先
の
『
四
天
王
経
』
に
見
る
益
算
説
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
『
四
天
王
経
』
は
中
国
の
益
算
説
の
影
響
を
受
け

た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
『
抱
朴
子
』
内
篇
第
六
微
旨
に
は
、
寿
命
を
延
ば
す
功
能
を
挙
げ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
有
曾
行
諸
悪
事
、
後
自
改
悔
者
、
若
曾
枉

人
、
則
當
思
救
濟
應
死
之
人
以
解
之
。
若
妄
取
人
財
物
、
則
當
思
施
與
貧
困
以
解

之
。
若
以
罪
加
人
、
則
當
思
薦
達
賢
人
以
解
之
。
皆
一
倍
於
所
爲
、
則
可
便
受
吉
利
、
轉
禍
爲
福
之
道
也
。
能
盡
不
犯
之
、
則
必

延
年
益
壽
、
學
道
速
成
也10

）
。

こ
こ
で
は
か
つ
て
悪
事
を
行
っ
た
者
が
後
に
悔
い
改
め
よ
う
と
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、

無
実
の
罪
の
人
を
殺
し
た
者
は
死
ぬ
べ
き
人
を
救
済
す
る
こ
と
で
罪
を
消
す
よ
う
に
心
が
け
よ
と
い
う
。
ま
た
妄
り
に
財
物
を
盗
ん
だ

者
は
貧
困
に
悩
む
者
に
施
し
を
す
る
こ
と
で
罪
を
消
す
よ
う
に
心
が
け
、
不
当
な
罪
を
与
え
た
こ
と
が
あ
る
者
は
賢
人
を
推
薦
し
栄
達

さ
せ
る
こ
と
で
罪
を
消
す
よ
う
に
心
が
け
よ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
犯
し
た
罪
の
二
倍
の
善
を
行
え
ば
、
良
い
利
益
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
を
「
禍
を
転
じ
て
福
と
為
す
」
と
い
う
。
そ
し
て
二
度
と
同
じ
罪
を
犯
さ
な
け
れ
ば
、
必
ず
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
（
延
年
益

寿
）
が
で
き
、
仙
道
の
修
行
を
速
や
か
に
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
奪
算
説
に
も
と
づ
い
て
罪
過
を
改
悔
し
て
、
罪
過
の
二
倍
の
善
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
禍
を
転
じ
て
福
と
為
し
、
加
え
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て
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
『
抱
朴
子
』
で
は
「
延
年
益
寿
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る11

）
。

大
乗
諸
経
論
に
見
え
る
延
年
の
思
想
史

そ
も
そ
も
不
老
長
寿
を
望
む
の
は
人
の
世
の
常
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
顕
著
な
の
が
中
国
の
場
合
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ

と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
でA

m
ita
b
h
a

を
「
無
量
光
」
と
訳
す
べ
き
所
を
「
無
量
寿
」
と
訳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
ま
た

北
魏
時
代
の
仏
教
で
は
「
長
命
老
寿
」
を
願
っ
て
亡
き
母
の
為
に
無
量
寿
仏
像
を
造
立
す
る
者
や
、
釈

・
弥
勒
の
像
を
造
立
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
身
の
長
寿
を
願
う
者
が
い
た
こ
と
が
銘
文
か
ら
も
読
み
取
れ
る12

）
。

こ
の
よ
う
に
中
国
で
は
不
老
長
寿
を
願
う
神
仙
思
想
が
見
ら
れ
る
が
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
は
「
増
寿
」・「
益
寿
」・「
転
寿
」
等
の

語
に
よ
っ
て
寿
命
の
延
ば
す
功
能
を
表
現
し
て
い
る
。
以
下
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
寿
命
を
延
ば
す
功
能
を
見
て
、「
延
年
転
寿
」
の

思
想
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

ま
ず
『
無
量
寿
経
』
の
説
示
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
康
僧
鎧
訳
と
し
て
伝
わ
る
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
い
わ
ゆ
る
「
三
毒
段
」

で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
能
自
度
、
轉
相

濟
、
精
明
求
願
積
累
善
本
、
雖
一
世
勤
苦
須

之
間
、
後
生
無
量
壽
佛
國
、
快

無
極
。
長
與
道
德
合
明
、

永

生
死
根
本
。
無
復
貪
恚
愚
癡
苦

之
患
。
欲
壽
一
劫
、
百
劫
、
千
億
萬
劫
、
自
在
隨
意
皆
可
得
之13

）
。

こ
こ
は
娑
婆
世
界
を
厭
い
離
れ
る
こ
と
を
望
み
、
自
ら
の
身
口
意
の
三
業
を
整
え
、
善
行
を
修
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
後
の
一
説
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で
あ
る
。
要
約
す
る
と
、
他
人
を
済
度
す
る
た
め
に
は
ま
ず
自
ら
を
整
え
、
そ
れ
か
ら
他
人
を
済
度
し
よ
う
と
願
っ
て
善
根
を
積
む
な

ら
ば
、
た
と
え
現
生
の
み
の
精
進
で
あ
っ
て
も
、
次
生
に
は
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
。
そ
し
て
さ
と
り
の
徳
を
身
に
つ
け
、
永
劫
に
生

死
輪
廻
の
根
本
か
ら
離
れ
、
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
毒
の
苦
し
み
が
な
く
な
り
、
心
の
願
う
ま
ま
に
寿
命
を
一
劫
・
百
劫
・
千
万
憶

劫
の
寿
命
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
『
無
量
寿
経
』
の
説
示
で
は
寿
命
を
増
や
す
こ
と
を
述
べ
て
は
い
る
が
、
寿
命
が

延
び
る
の
は
往
生
後
の
こ
と
で
あ
り
、
現
生
で
寿
命
が
延
び
る
訳
で
は
な
い14

）
。

次
に
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』（
四
〇
二
｜
四
〇
五
年
訳
出
）
巻
第
一
七
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

復
次
諸
禪
中
有
頂
禪
。
何
以
故
名
頂
。
有
二
種
。
阿
羅
漢

法
、
不

法
。
不

法
阿
羅
漢
、
於
一
切
深
禪
定
得
自
在
、
能
起
頂

禪
。
得
是
頂
禪
、
能
轉
壽
爲
富
、
轉
富
爲
壽15

）
。

こ
こ
で
は
諸
々
の
禅
定
の
中
に
「
頂
禅16

）
」
と
い
う
行
位
が
あ
る
が
、
ど
う
し
て
「
頂
」
と
い
う
の
か
に
つ
い
て
は
二
種
を
挙
げ
る
。

そ
れ
は
阿
羅
漢
の
壊
法
と
不
壊
法
で
あ
る
。
こ
の
不
壊
法
つ
ま
り
涅
槃
の
境
地
に
入
っ
た
阿
羅
漢
は
、
一
切
の
深
き
禅
定
に
お
い
て
自

在
を
得
て
い
る
た
め
に
頂
禅
（
最
高
の
禅
）
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
頂
禅
を
得
た
な
ら
ば
寿
を
転
じ
て
富
と
な
す
こ
と
が
で
き
、

ま
た
富
を
転
じ
て
寿
と
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
『
大
智
度
論
』
の
思
想
は
「
留
捨
寿
行
」
に
見
え
た
思
想
と
一
致

し
、
現
生
の
寿
命
の
長
短
を
自
在
に
操
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
寿
命
の
業
を
転
換
す
る
こ
と
か
ら
「
転
寿
」
と
表
現

さ
れ
、
経
論
の
中
で
は
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』（
以
下
『
婆
沙
論
』
と
略
す
）
と
『
大
智
度
論
』
に
し
か
見
え
な
い
語
で
あ
る
。

次
に
『
大
智
度
論
』
と
同
じ
訳
者
の
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』（
四
〇
六
年
訳
出
）
巻
第
六
「
常
不
軽
菩
薩
品
」
で
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
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是
比
丘
臨
欲
終
時
、
於
虚
空
中
、
具
聞
威
音
王
佛
先
所
説
法
華
經
二
十
千
萬
億

、
悉
能
受
持
、
即
得
如
上
眼
根
清
淨
、
耳
、
鼻
、

舌
、
身
、
意
根
清
淨
。
得
是
六
根
清
淨
已
、
更
増
壽
命
二
百
萬
億
那
由
他
歳
、
廣
爲
人
説
是
法
華
經17

）
。

こ
こ
で
は
常
不
軽
菩
薩
（
是
比
丘
）
が
臨
終
の
時
に
、
虚
空
の
中
で
威
音
王
仏
が
説
か
れ
た
『
法
華
経
』
の
二
十
千
万
億
の

を
聞

き
、
す
べ
て
の

を
受
持
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
六
根
の
清
浄
を
得
た
。
こ
の
六
根
清
浄
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
二
百
万
億
那
由
他

歳
の
寿
命
を
増
す
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
は
長
い
間
、
衆
生
に
『
法
華
経
』
を
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
経
典
受
持
に

よ
る
菩
薩
の
利
他
の
精
神
が
説
か
れ
て
い
る
。

次
に
曇
無

訳
『
大
般
涅
槃
経
』（
四
一
六
｜
四
二
三
年
訳
出
、
以
下
『
涅
槃
経
』
と
略
す
）
巻
第
三
六
「

葉
菩
薩
品
」
で
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

葉
菩
薩
言
、
世
尊
、
若
有
因
則
有
果
。
若
無
因
則
無
果
。
涅
槃
名
果
、
常
故
無
因
。
若
無
因
者
、
云
何
名
果
。
而
是
涅
槃
亦
名

沙
門
、
名
沙
門
果
。
云
何
沙
門
、
云
何
沙
門
果
。
善
男
子
、
一
切
世
間
有
七
種
果
。
一
者
方
便
果
、
二
者
報
恩
果
、
三
者
親
近
果
、

四
者
餘

果
、
五
者
平
等
果
、
六
者
果
報
果
、
七
者
遠
離
果
。
…
（
中
略
）
…
餘

果
者
、
如
因
不
殺
、
得
第
三
身
延
年
益
壽
。

是
名

果
。
如
是
果
者
、
有
二
種
因
。
一
者
近
因
、
二
者
遠
因
。
近
者
、
即
是
身
口
意
淨
。
遠
者
、
即
是
延
年
益
壽
。
是
名

果18
）

。

こ
こ
で
は
一
切
世
間
に
は
方
便
・
報
恩
・
親
近
・
余
残
・
平
等
・
果
報
・
遠
離
の
七
種
の
果
報
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
四
つ
目
の
余

残
の
果
報
と
い
う
の
は
、
不
殺
生
の
功
徳
に
よ
っ
て
第
三
身
つ
ま
り
次
生
の
延
年
益
寿
を
得
る
と
す
る
。
そ
の
余
残
の
果
報
に
近
因
と

遠
因
の
二
種
類
が
あ
っ
て
、
近
因
は
身
口
意
の
清
浄
を
得
、
遠
因
は
延
年
益
寿
を
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
不
殺
生
の
功
徳
に
よ
っ
て
次
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生
の
寿
命
が
延
び
る
と
い
う
の
は
他
の
仏
典
に
も
見
ら
れ
る
思
想
で
あ
る
が
、『
涅
槃
経
』
で
は
「
延
年
益
寿
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
涅
槃
経
』
と
同
じ
曇
無

の
訳
『
大
方
等
大
集
経
』（
四
一
四
｜
四
二
六
年
訳
出
、
以
下
『
大
集
経
』
と
略
す
）
巻
第
三
二

「
日
密
分
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

善
男
子
、
是

衆
生
、
聞
是
呪
已
、
於
生
死
法
而
生
悔
心
、
離
三

道
、
修
集
信
根
乃
至

根
、
亦

修
行
六
波
羅
蜜
清
淨
梵
行
、

増
壽
益
算
、
除

病
苦
、
智

熾
盛
、
親
厚
無
損
、
一
切
善
法
無
有
耗
減
、
具
足
成
就
十
善
之
法
、
長
益
三
寶
、

修
法
行
、
令

諸
衆
生
具
足
如
是
無
量
善
法19

）
。

こ
こ
で
は
五
逆
罪
や
誹
謗
正
法
を
犯
し
た
悪
衆
生
で
も
、
陀
羅
尼
の
呪
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
生
死
の
間
に
懺
悔
す
る
心
が
生
じ
、
三

悪
道
を
離
れ
、
解
脱
に
至
る
た
め
の
五
つ
の
力
で
あ
る
信
根
・
精
進
根
・
念
根
・
定
根
・

根
を
修
し
、
ま
た
六
波
羅
蜜
と
清
浄
の
梵

行
を
修
行
し
て
、
寿
を
増
し
算
を
益
し
、
悪
病
の
苦
し
み
を
除
く
と
い
う
。
さ
ら
に
陀
羅
尼
に
は
智

を
熾
盛
し
、
親
切
で
損
な
う
こ

と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
善
法
を
減
ら
す
こ
と
が
な
く
、
十
善
の
法
を
具
足
し
成
就
し
、
後
世
ま
で
三
宝
を
饒
益
し
、
願
っ
て
仏
道
修
行
を

し
て
、
諸
々
の
衆
生
に
こ
の
よ
う
な
善
法
を
具
足
さ
せ
る
功
能
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
陀
羅
尼
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
功

能
が
得
ら
れ
、
そ
の
一
つ
と
し
て
増
寿
益
算
つ
ま
り
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
他
に
も
『
大
集
経
』
の
よ
う
に
「
陀

羅
尼
」
を
聞
く
こ
と
、
も
し
く
は
唱
え
る
等
の
陀
羅
尼
を
説
く
経
典
に
は
多
く
寿
命
を
延
ば
す
思
想
が
見
ら
れ
る20

）
。

次
に
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
六
十
華
厳
、
四
一
八
｜
四
二
〇
年
訳
出
、
以
下
『
華
厳
経
』
と
略
す
）
巻
第
一
八

「
金
剛

菩
薩
十
廻
向
品
」
の
十
廻
向
中
第
六
「
随
順
平
等
善
根

向
」
を
述
べ
る
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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菩
薩
摩
訶
薩
、
以
不
殺
等
五
戒
善
根
、

向
衆
生
、
令
一
切
衆
生
得
長
壽

、
具
菩
提
心
、
命
根
無
量
。
令
一
切
衆
生
得
無
量
壽
、

恭
敬
供
養
一
切
諸
佛
。
令
一
切
衆
生
具
足
修
習
離
老
死
法
、
一
切
衆
難
不
能
害
命
。
令
一
切
衆
生
逮
得
無
量
離
病
苦
身
、
命
根
自

在
能
隨
意
住
。
令
一
切
衆
生
得
無
盡
命
、
盡
未
來
劫
悉
具
修
習
菩
薩
所
行
、
調
伏
化
度
一
切
衆
生
。
令
一
切
衆
生
得
淨
命
門
、
十

力
善
根
皆
悉
來
入
。
令
一
切
衆
生
善
根
具
足
、
壽
命
無
量
諸
願
成
滿
。
令
一
切
衆
生
悉
見
諸
佛
、
修
習
無
盡
長
壽
善
根
。
令
一
切

衆
生
於
如
來
家
學
諸
所
學
、
具
足
成
就
無
盡
命
根
、
於
聖
法
中
得

喜
心
。
令
一
切
衆
生
得
無
老
病
不
死
命
根
、
無
盡
精
進
安
住

佛
智
。
是
爲
菩
薩
摩
訶
薩
、
以
離
殺
等
五
戒
善
根
、

向
衆
生
、
令
一
切
衆
生
安
住
如
來
三
種
淨
戒
具
足
、
究
竟
十
力
智

21
）

。

こ
こ
で
は
菩
薩
が
不
殺
生
等
の
五
戒
の
善
根
を
衆
生
に
廻
向
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
廻
向
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
長

寿
の
智

を
得
、
菩
提
心
を
具
え
、
命
根
を
無
量
に
さ
せ
る
こ
と
を
願
う
。
ま
た
他
に
も
廻
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
に
諸
仏
を
恭

敬
し
供
養
さ
せ
る
こ
と
、
老
死
を
離
れ
る
法
を
修
習
し
て
あ
ら
ゆ
る
災
難
で
も
命
を
害
さ
れ
な
い
こ
と
、
無
量
の
病
気
の
苦
し
み
か
ら

離
れ
る
身
を
体
得
し
て
命
根
を
自
在
に
操
っ
て
意
の
ま
ま
に
と
ど
め
さ
せ
る
こ
と
、
無
尽
の
命
を
得
て
未
来
劫
に
わ
た
っ
て
悉
く
菩
薩

の
行
を
修
習
し
衆
生
を
調
え
静
め
て
導
き
救
わ
せ
る
こ
と
、
清
浄
な
生
活
を
得
て
十
力
の
善
根
を
持
た
せ
る
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
善
根
を

具
足
し
寿
命
無
量
に
し
て
諸
々
の
誓
願
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
、
諸
仏
を
見
て
無
尽
長
寿
の
善
根
を
修
習
さ
せ
る
こ
と
、
如
来
の
家
に
お

い
て
実
践
修
行
し
無
尽
の
命
根
を
具
足
し
成
就
し
て
仏
の
教
え
の
中
で
歓
喜
心
を
得
さ
せ
る
こ
と
、
老
病
が
無
い
不
死
の
命
根
を
得
て

無
尽
の
精
進
に
よ
っ
て
仏
の
智

を
安
住
に
さ
せ
る
こ
と
を
願
う
。
菩
薩
は
こ
の
よ
う
な
不
殺
生
等
の
五
戒
の
善
根
の
廻
向
に
よ
っ
て

衆
生
に
如
来
の
三
種
浄
戒
に
安
住
し
具
足
し
て
十
力
の
智

を
極
め
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
華
厳
経
』
で
は
不
殺
生
の
功

徳
を
廻
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
、
特
に
寿
命
を
延
ば
す
功
徳
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
願
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
菩
薩

道
の
上
に
不
殺
生
と
寿
命
と
の
関
連
が
説
か
れ
て
い
る
。
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以
上
、
大
乗
経
論
に
説
か
れ
る
寿
命
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
。
大
乗
経
論
で
は
利
他
行
や
頂
禅
と
い
わ
れ
る
禅
定
、

不
殺
生
、
陀
羅
尼
、
不
殺
生
の
功
徳
を
廻
向
す
る
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
に
よ
っ
て
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
特

に
あ
ら
ゆ
る
戒
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
慈
心
に
よ
る
不
殺
生
と
寿
命
と
の
関
連
付
け
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
国
浄
土
教
に
見
え
る
延
年
転
寿
の
思
想

で
は
浄
土
教
に
お
い
て
、「
延
年
転
寿
」
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
道
綽
禅
師

（
五
六
二
｜
六
四
五
、
以
下
敬
称
を
略
す
）
の
『
安
楽
集
』
第
四
大
門
、「
第
三
に
問
答
解
釈
し
て
念
仏
す
る
者
、
種
々
の
功
能
利
益

を
得
る
こ
と
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
顕
す
」
中
の
第
三
問
答
に
お
い
て
、
寿
命
を
延
ば
す
功
徳
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
三ニ
、
問
曰
、
念
佛
三
昧
既ニ
能
除キ
障ヲ
、
得

福ヲ
功
利
大ナラハ
者
、
未
審シ
。
亦
能
資

行
者ヲ
、
使ルヤ
延ヘ
年
サ

壽ヲ
以
不ヤ
。
答
曰
、
必
得テ
。ン

何ソヤ
者
、
如シ
惟
無
三
昧
經ニ
云カ
。
有リ
兄
弟
二
人
、
兄ハ
信シ
因
果ヲ
、
弟ハ
無シ
信
心
。
而レ

能
善ク
解セリ
相
法ヲ
。
因ニ
其ノ
鏡
中ニ
自
見ルニ
面
上ヲ
死
相

已ニ
現
、
不ントス
過

七
日ヲ
。
時ニ
有テ
智
者
、
敎テ
往テ
問シム
佛ニ
。
佛
時ニ
報テ
言ハ
、ク
七
日ナラン

不

虚カ
。ラ
若
能
一
心ニ
念シ
佛ヲ
、
修セハ
戒ヲ
、
或ハ
得ン
度
ヲ

難ヲ
。

尋
即
依テ
敎ニ
繫ク
念ヲ
。
時ニ
至テ
六
日ニ
即
有テ
二
鬼

來レ
。リ
耳ニ
聞テ
其ノ
念
佛ノ
之
聲ヲ
、
竟ニ
無シ
能ク
前
進ム
。
還テ
告ク
閻
羅
王ニ
。
閻
羅
王
索ム
符
。

已ニ
注シテ
云
、
由テ
持
戒
念
佛ノ
功
德ニ
、
生ント
第
三ノ
炎
天ニ

22
）。

こ
こ
で
は
念
仏
三
昧
は
障
礙
を
除
い
て
福
徳
を
得
る
こ
と
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
念
仏
三
昧
が
何
故
に
行
者
を
資
益
し

て
年
を
延
べ
、
寿
を
益
さ
せ
る
こ
と
（
延
年
益
寿
）
が
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
出
し
、
必
ず
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
所
以
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を
二
つ
の
経
典
か
ら
証
明
し
よ
う
と
す
る
。
一
つ
は
『
惟
無
三
昧
経
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
兄
弟
二
人
が
い
て
兄
は
因
果
を

信
じ
て
い
る
が
、
弟
は
因
果
を
信
じ
な
い
。
た
だ
占
い
に
通
じ
て
い
た
。
あ
る
日
弟
は
鏡
で
自
分
を
見
る
と
死
相
が
出
て
い
て
七
日
以

内
に
死
ぬ
だ
ろ
う
と
予
感
し
た
。
そ
の
時
に
智
者
に
出
会
い
、
仏
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
聞
く
よ
う
に
言
わ
れ
、
問
う
と
仏
は
七
日

で
死
ぬ
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
、
一
心
に
仏
を
念
じ
、
戒
を
修
す
な
ら
ば
、
こ
の
危
難
か
ら
救
わ
れ
る
と
答
え
た
。
よ
っ
て
弟
は
一

心
に
仏
を
念
じ
た
。
六
日
過
ぎ
た
頃
、
二
人
の
鬼
が
や
っ
て
来
た
が
、
耳
で
念
仏
の
声
を
聞
い
た
た
め
に
弟
の
も
と
へ
行
く
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
鬼
た
ち
は
帰
っ
て
閻
魔
王
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
と
、
閻
魔
王
は
そ
の
弟
の
符
を
探
し
「
持
戒
念
仏
の
功
徳
に
よ
っ
て

第
三
の
炎
天
に
生
じ
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
『
安
楽
集
』
記
述
で
は
、
第
三
の
炎
天
に
生
じ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
寿
命
が
延
び
た
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
鬼
が
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
命
を
奪
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
念
仏
三
昧
に
は
命
を
延
ば
す
功
徳
が
あ
る

と
い
え
る23

）
。
ま
た
道
綽
は
今
一
つ
の
経
典
を
挙
げ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

又
譬
喩
經ノ
中ニ
、
有テ
一ノ
長
者
、
不

信

罪
福ヲ
、
年
已ニ
五
十
。
忽チ
夜ル
夢
見ラ
、ク
刹
鬼
索テ
符ヲ
、
來テ
欲

取ント
之ヲ
。
不シト
過サ
十
日ヲ
。
其ノ
人
眠リ
覺テ
、

惶
怖スル
非

常ニ
。
至テ
明ニ
求

テ
相
師ヲ
占シム
夢ヲ
。
師
作テ
卦
兆ヲ
云
、
有テ
刹
鬼

必
欲

相ヒ
害セント。
不シト
過キ
十
日ニ
。
其ノ
人
惶
怖
倍ス
常ニ
、
詣テ

佛ニ
求
請ス
。
佛
時ニ
報テ
云ハ
、ク
若
欲ハ
攘ント
此ヲ
、
從

今
已
去
、
專ニ

意ヲ
念シ
佛ヲ
、
持シ
戒ヲ
、
キ

香ヲ
、
然シ
燈ヲ
、
懸ケ

旛
蓋ヲ
、
信

向セハ
三
寳ヲ
、

可シト
免ル
此ノ
死ヲ
。
即
依テ
此ノ
法ニ
專
心ニ
信
向ス
。
刹
鬼
到テ
門ニ
、
見テ
修スルヲ
功
德ヲ
、
遂ニ
不

能

害ス
、ル
鬼
即
走
去ス
。
其ノ
人
縁テ
斯
功
德ニ
、
壽
滿テ

百
年ニ
、
死
得タリ
生
ヲ

天ニ
。
復
有リ
一ノ
長
者
、
名テ
曰

執
持ト
。
退

戒ヲ
還ス
佛ニ
、
現ニ
被ル

鬼ニ
打タ
之24

）
。

こ
こ
で
道
綽
は
『
譬
喩
経25

）
』
を
挙
げ
て
「
延
年
益
寿
」
を
明
か
す
の
で
あ
る
。
こ
の
経
で
は
一
人
の
長
者
が
罪
福
を
信
じ
な
い
ま
ま

七
五

延
年
転
寿
の
思
想
史
｜
特
に
浄
土
教
を
め
ぐ
っ
て
｜



五
十
歳
に
な
っ
た
が
、
夢
で
鬼
が
自
分
の
符
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
の
符
に
は
余
命
十
日
と
記
さ
れ
て
い
て
、
恐
怖
を

覚
え
、
占
い
師
に
こ
の
夢
に
つ
い
て
占
っ
て
も
ら
う
と
、
十
日
以
内
に
必
ず
鬼
に
殺
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
長
者
は
さ
ら
に
恐
怖

が
増
す
こ
と
と
な
り
、
助
か
る
方
法
を
求
め
て
仏
を
訪
ね
た
。
仏
は
も
し
こ
の
鬼
を
払
い
た
い
の
な
ら
ば
、
今
か
ら
ひ
た
す
ら
に
仏
を

念
じ
、
戒
を
持
ち
、
香
を
焚
い
て
灯
明
を
灯
し
、
絹
で
作
ら
れ
た
幡
蓋
を
か
け
、
三
宝
を
信
じ
た
な
ら
ば
、
こ
の
死
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
教
え
る
。
長
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
精
進
し
た
こ
と
で
、
鬼
に
殺
さ
れ
る
こ
と
か
ら
免
れ
る
。
そ
の
長
者
は
こ
の
功
徳
に
よ
っ

て
百
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
死
ん
で
天
に
往
生
し
た
と
い
う
。
ま
た
別
の
話
で
は
、
執
持
と
い
う
名
前
の
長
者
が
い
た
が
、
彼

は
戒
を
持
つ
の
を
や
め
て
仏
か
ら
離
れ
た
た
め
に
鬼
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
は
念
仏
・
持
戒
・
焼
香
・
燃
灯
・
懸

旛
蓋
・
信
向
三
宝
と
い
う
条
件
を
満
た
せ
ば
、
鬼
に
よ
る
死
か
ら
免
れ
、
さ
ら
に
五

十
年
の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
戒
を
持
つ
こ
と
を
や
め
れ
ば
鬼
に
殺
さ
れ
る
と
も
説
く
。
道
綽
は

『
惟
無
三
昧
経
』
と
い
う
疑
偽
経
典
の
引
用
や
、『
譬
喩
経
』
の
よ
う
な
教
化
的
に
平
易
な
内
容
の
経
典
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
民

間
信
仰
に
密
接
し
て
い
る
事
柄
を
踏
ま
え
て
、
念
仏
三
昧
を
行
ず
る
者
が
「
延
年
益
寿
」
と
い
う
現
益
を
得
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ

る26
）

。
ま
た
こ
の
二
つ
の
経
典
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
「
念
仏
」・「
持
戒
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
延
年
益
寿
を
明
か
す
「
念
仏
」
に

関
し
て
、
道
綽
は
阿
弥
陀
仏
に
限
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
「
持
戒
」
を
挙
げ
る
の
は
、
先
の
大
乗
経
論
に
も
見
ら
れ
た
不
殺

生
の
功
徳
に
よ
っ
て
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
展
開
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
善
導
大
師
（
六
一
三
｜
六
八
一
、
以
下
敬
称
を
略
す
）
が
「
延
年
転
寿
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
く
。
善
導
の
『
観
念
阿
弥
陀
仏
相
海
三
昧
功
徳
法
門
』（
以
下
『
観
念
法
門
』
と
略
す
）
に
は
六
種
の
往
生
経
（『
無
量
寿

経
』・『
観
経
』・『
阿
弥
陀
経
』・『
般
舟
三
昧
経
』・『
十
往
生
経
』・『
浄
度
三
昧
経27

）
』）
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
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謹テ
依テ
釋

佛
敎
六
部ノ
往
生
經
等ニ
、
顯

明ス

念
阿
彌
陀
佛ヲ
、
願スル
生セント
淨
土ニ
者
、
現
生ニ
即チ
得テ
延
年
轉
壽スル
ヲ

、

不
ヲ

遭ハ
九
ノ

之
難ニ
。

一
一ニ
具ニハ
如シ
下ノ
五
縁
義ノ
中ニ
説カ
。28

）

こ
こ
で
釈
尊
は
六
種
の
往
生
を
説
く
経
典
に
依
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
を
称
念
し
て
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
う
者
は
現
生
で
「
延

年
転
寿
」、
す
な
わ
ち
寿
命
が
延
び
、
九
種
の
横
難29

）
に
遇
わ
な
い
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
一
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
五
種
増
上
縁
義
の

中
で
説
く
と
述
べ
て
い
る
。
善
導
は
そ
の
五
種
増
上
縁
の
第
二
に
「
護
念
得
長
命
増
上
縁
」
を
あ
げ
て
、
護
念
さ
れ
命
が
延
び
る
縁
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
の
表
現
か
ら
護
念
増
上
縁
に
は
長
命
に
な
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
「
延
年
転
寿
」
に

関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

又
白ス

行
者ニ
。
但
欲スル
今
生
日
夜
相
續シ
、テ
專ラ
念シ
彌
陀
佛ヲ
、
專
誦シ
彌
陀
經ヲ
、

揚
禮

シテ
淨
土ノ
聖
衆
莊
嚴ヲ
願
生ヲ
者
、
日
別ニ
誦

經スル

十
五
遍
、
二
十
、
三
十
遍
已
上ノ
者
、
或ハ
誦スルコト
四
十
、
五
十
、
百
遍
已
上ノ
者
、
願
滿テ
十
萬
遍ヲ
、
又

揚
禮

シ
彌
陀
淨
土ノ

依
正
二
報
莊
嚴ヲ
、
又
除テ
入ヲ
三
昧
道
場ヲ
、
日
別ニ
念スル

彌
陀
佛ヲ
一
萬シ
、テ
畢
命
相
續スル
者
、
即
蒙テ
彌
陀ノ
加
念ヲ
、
得

除
ヲ

罪
障ヲ
。
又
蒙ル

佛ト
與

聖
衆

常ニ
來テ
護
念スル
ヲ

。

既
蒙レハ
護
念ヲ
、
即
得ト
延
年
轉
壽
長
命
安
ヲ

。
因
縁
一
一ニ
具ニハ
如シ
譬
喩
經
、
惟
無
三
昧
經
、
淨
度
三
昧

經
等ニ
説カ
。
此
亦
是レ
現
生
護
念

上
縁ナ
。リ

30
）

こ
こ
で
は
今
生
で
往
生
を
願
い
、
毎
日
『
阿
弥
陀
経
』
を
読
誦
す
る
こ
と
十
五
・
二
十
・
三
十
・
四
十
・
五
十
・
百
遍
以
上
と
増
や

し
て
十
万
遍
を
満
た
し
、
ま
た
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
依
正
二
報
の
荘
厳
を
称
揚
し
礼
拝
し
讃
嘆
し
て
、
毎
日
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
念
じ

て
一
万
遍
称
え
て
、
命
終
の
時
ま
で
相
続
す
る
者
は
阿
弥
陀
仏
の
加
念
を
蒙
っ
て
罪
障
を
除
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
仏
と
聖
衆
と
が
い
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つ
も
来
迎
し
て
護
念
を
蒙
る
と
い
う
。
こ
の
護
念
を
蒙
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、「
延
年
転
寿
」
つ
ま
り
長
命
と
な
り
安
楽
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
因
縁
は
そ
れ
ぞ
れ
『
譬
喩
経
』、『
惟
無
三
昧
経
』、『
浄
度
三
昧
経
』
等
に
説
い
て
い
る
と
い

う
。こ

の
よ
う
に
善
導
は
『
阿
弥
陀
経
』
の
読
誦
、
浄
土
の
依
正
二
報
の
讃
歎
と
礼
拝
、
一
万
遍
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
五
種
正
行
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
延
年
転
寿
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
善
導
は
そ
の
教
証
と
し
て
『
安
楽
集
』
が
引
用

し
た
『
惟
無
三
昧
経
』、『
譬
喩
経
』
を
挙
げ
、
さ
ら
に
『
浄
度
三
昧
経
』
を
加
え
る
の
で
あ
る31

）
。
こ
こ
で
「
等
」
と
い
う
語
を
持
ち
出

す
の
は
、
先
に
説
い
た
六
種
の
往
生
経
で
あ
る
『
無
量
寿
経
』・『
観
経
』・『
阿
弥
陀
経
』・『
般
舟
三
昧
経
』・『
十
往
生
経
』・『
浄
度
三

昧
経
』
も
含
め
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
善
導
は
道
綽
の
影
響
を
受
け
、『
安
楽
集
』
と
同
じ
経
典
を
教
証
と
し
て
使
用
す
る
が
、
道

綽
の
『
安
楽
集
』
で
は
「
延
年
益
寿
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
の
を
「
延
年
転
寿
」
と
「
益
」
か
ら
「
転
」
へ
と
変
え
る
の
で
あ
る
。

「
延
年
益
寿
」
と
い
う
語
は
道
教
の
『
抱
朴
子
』
に
も
見
え
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
等
に
も
見
え
る
。
道
綽
は
浄
土
教
に
帰
入
す
る
以

前
は
『
涅
槃
経
』
の
研
鑽
に
つ
と
め
、『
涅
槃
経
』
を
二
四
遍
も
講
説
し
た
と
い
う32

）
。
ま
た
道
綽
の
『
安
楽
集
』
は
曇
鸞
の
『
往
生
論

』
の
影
響
を
受
け
て
い
て
、
そ
の
『
往
生
論

』
に
『
抱
朴
子
』
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら33

）
、
道
綽
も
『
抱
朴
子
』
を
見
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
道
綽
の
『
安
楽
集
』
で
は
、『
抱
朴
子
』
や
大
乗
『
涅
槃
経
』
か
ら
こ
の
「
延
年
益
寿
」
の
語

を
使
用
し
た
と
想
定
で
き
、「
延
年
益
寿
」
の
語
は
中
国
土
着
の
道
教
思
想
を
受
け
た
語
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
中
国
仏
教
の

中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
「
延
年
益
寿
」
の
語
は
仏
教
教
理
的
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
中
国
思
想
的
で
あ

る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
善
導
は
道
綽
の
「
延
年
益
寿
」
の
語
を
「
延
年
転
寿
」
と
変
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
転
寿
」
の
語
は
先
に
指
摘
し
た
通

り
、
経
論
で
は
『
大
智
度
論
』
と
『
婆
沙
論
』
に
し
か
見
え
な
い
語
で
あ
る34

）
。
ま
た
善
導
以
前
に
は
天
台
大
師
智

（
五
三
七
｜
五
九
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七
）
の
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
十
下35

）
と
『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
巻
第
十36

）
に
「
転
寿
」
の
語
が
見
え
る
。
智

は
玄

（
六
〇

二
｜
六
六
四
）
以
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
も
『
大
智
度
論
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
い
え
る37

）
。
善
導
は
玄

訳
の
経
論
を
使

用
し
な
い
こ
と
か
ら
、『
大
智
度
論
』
か
ら
「
転
寿
」
の
語
を
取
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
「
転
寿
」
は
寿
命
の
業
を
転
換
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、「
延
年
転
寿
」
は
仏
教
の
転
換
と
い
う
教
理
的
内
容
を
踏
ま
え
た
語
で
あ
る
と
い
え
る
。
で
は
な
ぜ
こ

の
よ
う
に
「
延
年
転
寿
」
の
語
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
道
綽
は
民
間
に
受
け
取
り
や
す
い
内
容
を
示
す
た
め
に
「
延
年
益

寿
」
の
語
を
使
用
し
た
が
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
力
を
強
調
す
る
訳
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
善
導
は
仏
教
教
理
的
な
「
延

年
転
寿
」
と
い
う
語
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
仏
力
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
善
導
が
使
う
「
延
年
転

寿
」
の
語
は
阿
弥
陀
仏
の
仏
力
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
浄
土
教
に
見
え
る
延
年
転
寿
の
思
想

次
に
日
本
浄
土
教
に
お
い
て
「
延
年
転
寿
」
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
受
用
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
善
導
が
説

く
「
延
年
転
寿
」
の
思
想
は
、
南
都
浄
土
教
者
と
し
て
知
ら
れ
る
珍
海
（
一
〇
九
一
｜
一
一
五
二
）
の
『
決
定
往
生
集
』
巻
下
で
次
の

よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

又
此
行
者
、
於

現
生ノ
中ニ
無シ

ノ
障
難
。
如キ
感
師ノ
明

佛ノ
ヲ

云
、
現
生ニハ
即
得

延
年
轉
壽スル
ヲ

。

不

遭ハ
九

之
難ニ
。38

）

こ
こ
で
は
念
仏
行
者
（
此
行
者
）
は
現
生
の
中
で
諸
々
の
障
難
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
懐
感
禅
師
が
念
仏
の
仏
益
を
明
か
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し
て
「
現
生
に
は
延
年
転
寿
す
る
こ
と
が
で
き
、
九
横
の
危
難
に
遭
わ
な
い
」
と
説
く
所
を
あ
げ
る
。
珍
海
は
「
延
年
転
寿
」
を
懐
感

禅
師
の
説
示
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
先
に
述
べ
た
善
導
の
『
観
念
法
門
』
の
説
示
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
法
然
上
人
（
一
一
三
三
｜
一
二
一
二
、
以
下
敬
称
を
略
す
）
が
「
延
年
転
寿
」
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
触

れ
て
み
る
。
法
然
は
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
『
選
択
集
』
と
略
す
）
第
一
五
章
私
釈
段
で
、
先
の
善
導
の
『
観
念
法
門
』
の
説

示
を
引
用
し
て
い
る39

）
。
ま
た
法
然
は
寿
命
に
関
し
て
『
逆
修
説
法
』
と
「
浄
土
宗
略
抄
」
と
「
念
仏
往
生
義
」
の
中
で
言
及
し
て
い
る
。

ま
ず
『
逆
修
説
法
』
三
七
日
で
、
法
然
は
阿
弥
陀
仏
の
「
寿
命
の
功
徳
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
娑
婆
世
界ノ
人モ
、
以

壽ヲ
爲

第
一ノ
寶ト
、
…
（
中
略
）
…
一
切
衆
生ハ
皆
願フ
壽
長ナラン
事ヲ
故
也
。
…
（
中
略
）
…
誠ニ
知ヘ
、シ
諸
佛ノ
功
德ニモ

以テ
壽
命ヲ
爲

第
一
功
德ト
、
衆
生
之
寶ニモ
以テ
命ヲ
爲

第
一ノ
寶ト
云
事ヲ
。
夫レ
得
ハ

壽
長キ
果
報ヲ
者
、
與ヘ
衆
生ニ

食ヲ
、
又
不ルヲ
殺

物ノ
命ヲ
爲

業
因ト
也
。
因ト
與ハ
果
皆
相
應スル
事ナレハ
者
、
食
則
續カ
命
故ニ
、
與ルハ
食ヲ
則
與

命
也
。
持モ
不
殺
生
戒ヲ
亦
助ル
衆
生ノ
命ヲ
也
。
故ニ
以テ

食ヲ

施

與シ
衆
生ニ
、
住

慈
悲ニ
持テ
不
殺
生
戒ヲ
者
、
必
得

長
命ノ
果
報ヲ
也40

）
。

こ
こ
で
は
こ
の
娑
婆
世
界
の
人
は
寿
命
が
第
一
の
宝
で
あ
る
と
考
え
、
一
切
衆
生
は
長
寿
で
あ
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
。
ま
た
諸
仏

の
功
徳
も
寿
命
を
第
一
の
功
徳
と
し
、
衆
生
に
と
っ
て
も
寿
命
が
第
一
の
宝
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
中
で
衆
生
に
飲
食
を
与
え
、
命

を
殺
さ
な
い
こ
と
を
業
因
と
す
れ
ば
長
寿
の
果
報
を
得
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
の
長
寿
の
果
報
の
業
因
を
説
明
し
て
、
原
因
と
結
果
と
は

相
応
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
、
食
に
よ
っ
て
命
は
存
続
す
る
こ
と
か
ら
食
を
与
え
る
こ
と
は
命
を
与
え
る
こ
と
と
な
り41

）
、
ま
た
不
殺
生

戒
を
持
つ
こ
と
も
衆
生
の
命
を
助
け
る
こ
と
と
な
る42

）
。
よ
っ
て
飲
食
を
衆
生
に
布
施
し
、
慈
悲
心
を
持
ち
続
け
て
不
殺
生
戒
を
持
っ
て

い
る
な
ら
ば
必
ず
長
命
の
果
報
を
得
る
と
い
う
。
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こ
の
よ
う
に
法
然
は
寿
命
を
第
一
の
宝
で
あ
る
と
示
し
、
衆
生
が
飲
食
を
施
す
こ
と
や
不
殺
生
戒
を
持
つ
こ
と
で
寿
命
を
延
ば
す
業

因
と
な
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
阿
弥
陀
仏
の
力
を
持
ち
出
さ
な
い
も
の
の
、
慈
心
に
よ
る
不
殺
生
と
寿
命
の
関
係
や
、
飲
食
の

布
施
に
よ
る
寿
命
と
の
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
。

次
に
「
浄
土
宗
略
抄
」
で
は
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

又
宿
業
か
き
り
あ
り
て
、
う
く
へ
か
ら
ん
や
ま
ひ
は
、
い
か
な
る
も
ろ
〳
〵
の
ほ
と
け
か
み
に
い
の
る
と
も
、
そ
れ
に
よ
る
ま
し

き
事
也
。
い
の
る
に
よ
り
て
や
ま
ひ
も
や
み
、
い
の
ち
も
の
ふ
る
事
あ
ら
は
、
た
れ
か
は
一
人
と
し
て
や
み
し
ぬ
る
人
あ
ら
ん
。

い
は
ん
や
又
佛
の
御
ち
か
ら
は
、
…
（
中
略
）
…
わ
れ
ら
が

業
深
重
な
る
を
滅
し
て
極

に
往
生
す
る
程
の
大
事
を
す
ら
と
け

さ
せ
給
ふ
。
ま
し
て
こ
の
よ
に
い
か
程
な
ら
ぬ
い
の
ち
を
の
へ
、
や
ま
ひ
を
た
す
く
る
ち
か
ら
ま
し
ま
さ
ゝ
ら
ん
や
と
申
事
也
。

さ
れ
は
後
生
を
い
の
り
、
本
願
を
た
の
む
心
も
う
す
き
人
は
、
か
く
の
こ
と
く
圍
繞
に
も
護
念
に
も
あ
つ
か
る
事
な
し
と
こ
そ
善

導
は
の
給
ひ
た
れ43

）
。

こ
こ
で
は
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
も
治
り
、
寿
命
も
延
び
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
誰
一
人
と
し
て
病
気
に
な
っ
た
り
、
死
ん
だ
り

す
る
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
い
、
法
然
は
先
ず
人
間
の
寿
命
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
阿
弥
陀
仏
の
力
は
悪

業
深
重
な
罪
を
滅
し
て
往
生
さ
せ
る
と
い
う
一
大
事
を
成
し
遂
げ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
で
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
や
病
気
か
ら
助

け
る
力
も
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
法
然
は
寿
命
の
有
限
性
を
確
認
さ
せ
た
上
で
阿
弥
陀
仏
の
願
力
を
示
し
、
そ
の
文
脈
の
中
で

「
延
年
転
寿
」
の
思
想
を
持
ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
念
仏
往
生
義
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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壽
命
の
長
短
と
い
ひ
、
果
報
の
深
淺
と
い
ひ
、
宿
業
に
こ
た
へ
た
る
事
を
し
ら
す
し
て
、
い
た
つ
ら
に
佛
神
に
い
の
ら
ん
よ
り
も
、

一
す
ち
に
彌
陀
を
た
の
み
て
ふ
た
心
な
け
れ
は
、
不
定
業
を
は
彌
陀
も
轉
し
給
へ
り
、
決
定
業
を
は
來

し
給
ふ
へ
し
。

の

こ
の
世
を
い
の
ら
ん
と
て
大
事
の
後
世
を
わ
す
る
ゝ
事
は
、
さ
ら
に
本
意
に
あ
ら
す
、
後
生
の
た
め
に
念
佛
を
正
定
の
業
と
す
れ

は
、
こ
れ
を
さ
し
を
き
て
餘
の
行
を
修
す
へ
き
に
あ
ら
さ
れ
は
、
一
向
專
念
な
れ
と
は
す
ゝ
む
る
也44

）
。

こ
こ
で
は
寿
命
の
長
短
や
果
報
の
浅
深
（
軽
重
）
は
過
去
世
の
業
因
つ
ま
り
宿
業
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、

無
益
に
仏
や
神
に
祈
る
よ
り
は
、
一
筋
に
阿
弥
陀
仏
を
頼
ん
で
二
心
な
け
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
不
定
業
な
ら
ば
転
じ
、
決
定
業
な
ら
ば

来
迎
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
故
無
益
に
こ
の
世
を
祈
る
よ
り
も
、
後
世
の
た
め
に
往
生
と
い
う
一
大
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

こ
こ
で
は
寿
命
が
延
び
る
と
は
言
っ
て
は
い
な
い
が
、
宿
業
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
寿
命
で
も
、
阿
弥
陀
仏
の
力
に
よ
っ
て
転
ず
る
こ
と

が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
法
然
は
寿
命
が
第
一
の
宝
で
あ
る
か
ら
、
布
施
や
持
戒
の
精
神
を
踏
ま
え
て
飲
食
を
施
す
こ
と
や
不
殺
生
戒
を
持
つ
必

要
性
を
説
き
な
が
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
力
に
よ
っ
て
現
世
で
「
延
年
転
寿
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
功
能
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
寿
命
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
往
生
浄
土
と
い
う
目
的
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
延

年
転
寿
に
関
す
る
法
然
の
姿
勢
は
、
乗
り
越
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
命
の
限
界
を
自
覚
さ
せ
な
が
ら
、
そ
こ
を
転
機
と
し
て
こ
の
世
で

得
ら
れ
る
現
益
を
祈
る
よ
り
は
、
無
量
寿
の
浄
土
へ
の
往
生
を
一
大
事
と
受
け
止
め
る
こ
と
を
説
き
勧
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
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お
わ
り
に

中
国
に
は
古
来
不
老
長
寿
を
願
う
思
惟
法
が
あ
る
。
道
教
の
代
表
的
な
著
作
『
抱
朴
子
』
で
は
、
寿
命
の
長
短
を
左
右
す
る
神
が
存

在
し
、
寿
命
が
増
え
る
方
を
益
算
と
い
い
、
逆
に
減
る
方
を
奪
算
と
い
う
。
そ
の
思
想
が
仏
教
の
中
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、『
四
天
王

経
』
等
の
経
典
が
編
纂
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
仏
教
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
も
「
留
捨
寿
行
」
を
説
い
て
、
仏
あ
る
い
は
阿
羅

漢
の
位
の
者
な
ら
ば
、
寿
命
を
自
由
に
操
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
ま
た
大
乗
の
『
法
華
経
』
で
は
、
菩
薩
が
衆
生
に
『
法
華
経
』

を
広
め
る
た
め
に
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
説
か
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
経
典
受
持
に
よ
る
菩
薩
の
利
他
の
精
神
が
見
え
る
。
ま
た
慈
心

に
よ
る
不
殺
生
の
功
徳
は
他
者
の
寿
命
を
延
ば
し
、
自
己
の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
に
は
大
乗
菩
薩
道
の
自
他
不
二
や

自
利
利
他
の
思
想
の
上
に
不
殺
生
と
寿
命
を
関
連
付
け
る
説
示
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
本
論
に
お
い
て
提
起
し
た
仏
典
に
説
か
れ
る
延

年
の
思
想
は
、
一
概
に
中
国
的
な
も
の
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
イ
ン
ド
の
仏
教
思
想
の
中
に
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
る
。

ま
た
「
益
」
と
「
転
」
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
道
綽
は
『
抱
朴
子
』
や
大
乗
『
涅
槃
経
』
か
ら
「
延
年
益
寿
」
の
語
を
使
う
が
、
そ

れ
は
仏
教
教
理
的
と
い
う
よ
り
も
中
国
的
で
あ
る
。
ま
た
善
導
は
師
の
道
綽
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
『
大
智
度
論
』
の
「
転
寿
」
の
語

を
使
っ
て
「
延
年
転
寿
」
と
表
現
し
、
行
為
の
質
的
転
換
と
い
う
仏
教
教
理
を
踏
ま
え
た
捉
え
方
を
す
る
の
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
善
導
が
「
延
年
転
寿
」
へ
と
表
現
を
変
え
た
の
は
、「
延
年
益
寿
」
の
語
が
さ
ま
ざ
ま
な
典
籍

の
中
で
使
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
典
籍
ご
と
に
寿
命
を
延
ば
す
行
為
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
延
年
の
根
拠
を
阿
弥
陀
仏
一
仏
の
願

力
に
限
定
強
調
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
法
然
は
そ
の
よ
う
な
善
導
の
思
想
を
踏
ま
え
た
上
で
「
延
年
転
寿
」
を
認
め
る
が
、
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こ
の
世
で
得
ら
れ
る
現
益
を
祈
る
よ
り
は
、
命
の
有
限
性
の
自
覚
を
転
機
と
し
て
、
無
量
寿
の
浄
土
へ
の
往
生
を
所
求
と
す
る
一
大
事

へ
と
目
を
向
け
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
良
忠
が
指
摘
す
る
通
り
、
念
仏
に
は
護
念
の
利
益
と
し
て
こ
の
「
延
年
転
寿
」
の
功
徳

が
お
さ
ま
っ
て
い
る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
現
世
の
長
寿
を
祈
願
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る45

）
。

１
）
「
転
重
軽
受
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
転
重
軽
受
の
思
想
史
｜
特
に
浄
土
教
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
文
学
研
究

科
篇
第
四
五
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
珍
海
は
『
決
定
往
生
集
』
巻
下
に
お
い
て
「
大
乗
に
決
定
業
無
し
」（『
浄
土

宗
全
書
』（
以
下
『
浄
全
』
と
略
す
）
一
五
・
四
九
七
ｂ
）
と
述
べ
て
、
大
乗
仏
教
に
は
決
定
業
が
な
い
と
説
い
て
い
る
。

２
）

加
藤
宏
道
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
生
命
観
｜
命
根
の
研
究
｜
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
五
五
号
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。

３
）
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
九
三
年
）
第
一
巻
・
三
一
五
ａ
｜
ｂ
参
照
。

４
）
『
発
智
論
』
巻
第
一
二
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
『
大
正
』
と
略
す
）
二
六
・
九
八
一
ａ
）、『
倶
舎
論
』
巻
第
三
（『
大
正
』
二

九
・
一
五
ｂ
）

ま
た
『
婆
沙
論
』
巻
第
一
二
六
（『
大
正
』
二
七
・
六
五
六
ａ
｜
六
五
八
ａ
）、
真
諦
訳
『
阿
毘
達
磨
倶

釈
論
』
巻
第

二
（『
大
正
』
二
九
・
一
七
四
ｃ
、
以
下
『
倶
舎
釈
論
』
と
略
す
）、
櫻
部
建
『
倶
舎
論
の
研
究

界
・
根
品
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
五
年
）

二
五
二
｜
二
五
六
頁
参
照
。
特
に
『
婆
沙
論
』
の
「
轉
壽
異
熟
業
、
招
富
異
熟
果
。」
と
真
諦
訳
『
倶

釈
論
』
の
「
転
生
寿
命
」
と
い

う
表
現
に
注
目
す
る
。

５
）
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
一
巻
・
三
一
五
ａ
｜
ｂ
、
望
月
信
亨
『
浄
土
教
の
起
源
及
発
達
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
六
九
年
）
一
九
六

｜
二
〇
九
頁
、
望
月
信
亨
『
仏
教
経
典
成
立
史
論
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
）
三
九
三
｜
四
〇
九
頁
参
照
。

６
）
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
第
一
五
「
偽
経
目
録
」（『
大
正
』
五
五
・
四
七
四
ａ
）
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７
）
『
四
天
王
経
』（『
大
正
』
一
五
・
一
一
八
ａ
｜
ｂ
）

８
）
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
第
八
巻
（
平
凡
社
、
一
九
六
一
年
）
二
七
八
頁
参
照
。

９
）
『
抱
朴
子
』
は
王
明
『
抱
朴
子
内
篇
校
釈
（
増
訂
本
）』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
を
底
本
と
し
た
。『
抱
朴
子
』
内
篇
第
六
微
旨
一

二
五
頁
、
石
島
快
隆
『
抱
朴
子
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
一
一
五
｜
一
一
六
頁
参
照
。

10
）
『
抱
朴
子
』
内
篇
第
六
微
旨
一
二
七
頁
、
石
島
快
隆
『
抱
朴
子
』
一
一
八
｜
一
一
九
頁

11
）

以
上
ま
で
が
望
月
氏
に
よ
る
研
究
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
藤
堂
恭
俊
・
牧
田
諦
亮
『
浄
土
仏
教
の
思
想
』
第
四
巻
『
曇
鸞
・

道
綽
』（
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）
一
〇
二
｜
一
〇
七
頁
参
照
。
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
六
年
の
「
延
年
益

寿
」
の
項
目
に
は
、「〔

玉
、
高
唐
賦
〕
九

通

鬱
、
精
神
察

、
延
年

壽
千
萬
歳
。〔
漢
書
、
李
尋
傳
〕
宜

急
改

元
易

號
、
廼

得

延

年

壽
、
皇
子
生
、
災
異
息

矣
。」（
巻
四
・
六
四
七
ａ
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
益
寿
薬
」
の
項
目
に
は
、「〔
史
記
、
淮
南

衡
山
王
傳
〕
汝
何
求
、
曰
、
願
請

延
年

壽
藥

」（
巻
八
・
一
一
〇
ｂ
）
と
述
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な
中
国
の
典
籍
の
中
で
「
延
年
益
寿
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

12
）

香
川
孝
雄
『
浄
土
教
の
成
立
史
的
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
九
三
年
）
三
〇
五
｜
三
二
九
頁
、
塚
本
善
隆
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』

第
二
巻
『
北
朝
仏
教
史
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）、
四
三
九
｜
四
四
〇
頁
、
藤
堂
恭
俊
『
無
量
寿
経
論

の
研
究
』（
仏
教

文
化
研
究
所
、
一
九
五
八
年
）
一
｜
二
七
頁
、
藤
堂
恭
俊
・
牧
田
諦
亮
『
浄
土
仏
教
の
思
想
』
第
四
巻
『
曇
鸞
・
道
綽
』
一
〇
二
｜
一
〇

七
頁
参
照
。

13
）
『
無
量
寿
経
』
巻
下
（『
浄
全
』
一
・
二
七
、『
大
正
』
一
二
・
二
七
五
ｃ
）

こ
こ
は
四
十
八
願
中
の
第
十
五
、
眷
属
長
寿
の
願
（『
浄

全
』
一
・
七
）
と
関
連
し
て
い
る
。
同
本
異
訳
の
『
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
壇
過
度
人
道
経
』（『
大
正
』
一
二
・
三
一
三
ｂ
）・『
無
量

清
浄
平
等
覚
経
』（『
大
正
』
一
二
・
二
九
五
ａ
｜
ｂ
）
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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14
）

他
に
『
無
量
寿
経
』
で
は
「
三
毒
五
悪
段
」
に
お
い
て
、「
長
生
」・「
長
寿
」・「
上
天
」
等
の
語
に
よ
っ
て
寿
命
を
延
ば
す
功
能
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
。

15
）
『
大
智
度
論
』
巻
第
一
七
（『
大
正
』
二
五
・
一
八
七
ｂ
｜
ｃ
）

16
）

こ
の
「
頂
禅
」
と
い
う
語
に
関
し
て
、
浄
土
宗
の
七
祖
聖
冏
上
人
（
一
三
四
一
｜
一
四
二
〇
）
の
『
伝
通
記

鈔
』
巻
第
一
二
に
は
、

「
観
練

修
」
の
「
修
」
を
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。「
修ト
者
、
超
越
三
眛
也
。
近
遠ニ
超
入シ
、
近
遠ニ
超
出シ
、
近
遠ニ
超
住ス
。
此ノ
禪
最

頂ナルヲ
名テ
爲

頂
禪ト
。
於テ

ノ
法
門ニ
、
自
在ニ
出
入ス
。」（『
浄
全
』
三
・
二
九
三
ａ
）

17
）

鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
六
（『
大
正
』
九
・
五
一
ａ
）

ま
た
そ
の
後
に
「
得
聞
此
經
、
六
根
清
淨
。
神
通
力
故
、
増
益
壽

命
、
復
爲
諸
人
、
廣
説
是
經
。」（『
大
正
』
九
・
五
二
ｂ
）
と

誦
で
説
か
れ
て
い
る
。
同
本
異
訳
の

那

多
・
笈
多
訳
『
添
品
妙
法

蓮
華
經
』
巻
第
六
（『
大
正
』
九
・
一
八
五
ａ
、
六
〇
一
年
訳
出
）
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

18
）
『
涅
槃
経
』
巻
第
三
六
（『
大
正
』
一
二
・
五
七
九
ｂ
｜
ｃ
）

同
本
異
訳
の
劉

の

厳
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
三
三
（『
大
正
』

一
二
・
八
二
六
ｃ
｜
八
二
七
ａ
、
四
三
六
年
訳
出
）
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

19
）
『
大
集
経
』
巻
第
三
二
（『
大
正
』
一
三
・
二
二
〇
ｂ
）

20
）

た
と
え
ば
那
連
提
耶
舎
訳
『
大
集
経
』（
五
八
四
年
訳
出
）
巻
三
六
「
日
蔵
分
」（『
大
正
』
一
三
・
二
四
六
ａ
｜
ｂ
）、
巻
第
四
〇
「
日

蔵
分
」（『
大
正
』
一
三
・
二
六
八
ａ
）、
巻
第
五
七
「
須
弥
蔵
分
」（『
大
正
』
一
三
・
三
八
七
ｂ
｜
ｃ
）、『
七
仏
所
説
神
呪
経
』
巻
第
二

（『
大
正
』
二
二
・
五
四
九
ｃ
）
等
に
見
ら
れ
る
。

21
）
『
華
厳
経
』
巻
第
一
八
（『
大
正
』
九
・
五
一
三
ａ
｜
ｂ
）

同
本
異
訳
の
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
八
十
華
厳
、
六
九
五

｜
六
九
九
年
訳
出
）
巻
第
二
七
「
十

向
品
」（『
大
正
』
一
〇
・
一
四
九
ｂ
｜
ｃ
）
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

22
）
『
安
楽
集
』
巻
下
（『
浄
全
』
一
・
六
九
八
ａ
）

八
六
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23
）

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
良
忠
の
『
安
楽
集
私
記
』
巻
下
で
は
「
第
三ノ
問
答ハ
、
明ス
延
年

壽ヲ
。
問
、
惟
無
經ニ
云テ
念
佛シ
持

戒ヲ
生ト
第
三
炎

天ニ
、
不

言ハ
延
年ヲ
。
答
、
二
鬼
既ニ
去ヌ
。
何ソ
無ンヤ
延
年
。」（『
浄
全
』
一
・
七
三
九
ａ
）
と
述
べ
て
い
る
。

24
）
『
安
楽
集
』
巻
下
（『
浄
全
』
一
・
六
九
八
ａ
｜
ｂ
）

25
）
『
安
楽
集
』
引
用
の
『
譬
喩
経
』
に
つ
い
て
は
、『
経
律
異
相
』
巻
第
三
七
優
婆
塞
部
（『
大
正
』
五
三
・
二
〇
一
ｂ
、
五
一
六
年
成
立
）

に
引
用
し
て
い
る
『
雑
譬
喩
経
』
の
文
と
そ
の
内
容
構
成
が
一
致
し
て
い
る
（
道
綽
に
よ
る
改
変
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

大
内
文
雄

「
安
楽
集
に
引
用
さ
れ
た
所
謂
疑
偽
経
典
に
つ
い
て
｜
特
に
惟
無
三
昧
経
・
浄
度
菩
薩
経
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
大
谷
学
報
』
第
五
三
巻

第
二
号
、
一
九
七
三
年
）

26
）

大
内
文
雄
前
掲
論
文
参
照
。

27
）
『
浄
度
三
昧
経
』
が
「
往
生
経
」
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
齊
藤
隆
信
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

齊
藤
隆
信
「『
浄
度
三
昧
経
』
の
研
究
｜
『
安
楽
集
』
と
『
観
念
法
門
』
の
場
合
｜
」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
三
巻
、
一
九

九
六
年
）
参
照
。

28
）
『
観
念
法
門
』（『
浄
全
』
四
・
二
二
七
ｂ
）

29
）

良
忠
は
『
観
念
法
門
私
記
』
巻
下
（『
浄
全
』
四
・
二
五
八
ｂ
）
で
「
九
横
」
に
関
し
て
、
安
世
高
訳
と
伝
え
ら
れ
る
『
仏
説
九
横
経
』

（『
大
正
』
二
・
八
八
三
ａ
｜
ｂ
）
の
説
示
を
引
用
し
て
い
る
。『
仏
説
九
横
経
』
の
同
本
異
訳
と
し
て
は
、
同
じ
く
安
世
高
訳
『
仏
説
七

処
三
観
経
』（『
大
正
』
二
・
八
八
〇
ｂ
｜
八
八
一
ａ
）
の
文
が
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
『
観
念
法
門
私
記
』
に
説
か
れ
る
『
選
択
伝

弘
決
疑
鈔
』
巻
第
五
（『
浄
全
』
七
・
三
三
八
ａ
｜
ｂ
、
以
下
『
決
疑
鈔
』
と
略
す
）
で
は
玄

訳
『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』

（『
大
正
』
一
四
・
四
一
六
ａ
）
を
引
用
し
て
「
九
横
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

30
）
『
観
念
法
門
』（『
浄
全
』
四
・
二
二
九
ｂ
｜
二
三
〇
ａ
）

八
七

延
年
転
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の
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土
教
を
め
ぐ
っ
て
｜



31
）
『
浄
度
三
昧
経
』
は
『
観
念
法
門
』（『
浄
全
』
四
・
二
二
九
ｃ
）
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』
第

二
巻
『
中
国

述
経
典
（
其
之
二
）』（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
所
収
『
浄
度
三
昧
経
』
巻
二
に
は
「
増
寿
益
算
」（
四
七
頁
六
三

行
目
）
や
「
長
命
得
長
命
」（
五
三
頁
一
三
八
行
目
）
の
語
が
見
え
、
長
命
増
上
縁
の
思
想
的
素
材
を
明
か
し
て
い
る
。

32
）
『
続
高
僧
伝
』
巻
第
二
〇
（『
大
正
』
五
〇
・
五
九
三
ｃ
）

33
）
『
往
生
論

』
巻
下
（『
浄
全
』
一
・
二
三
九
ａ
）

34
）

４
）で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
真
諦
訳
『
倶

釈
論
』
の
「
転
生
寿
命
」
と
い
う
表
現
は
略
せ
ば
「
転
寿
」
に
も
な
り
う
る
。
し
か

も
『
大
智
度
論
』
や
『
婆
沙
論
』
と
同
じ
内
容
を
述
べ
て
い
る
所
で
あ
る
。
善
導
は
こ
の
よ
う
な
真
諦
訳
『
倶
舎
釈
論
』
の
説
示
も
踏
ま

え
て
、「
転
寿
」
と
い
う
語
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

35
）
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
十
下
（『
大
正
』
三
四
・
一
四
五
ａ
）

36
）
『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
巻
第
十
（『
大
正
』
四
六
・
五
四
六
ｂ
）

37
）
『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
は
も
と
も
と
『
大
智
度
論
』
の
思
想
を
基
本
に
禅
観
の
実
践
法
を
体
系
的
に
述
べ
て
い
る
も
の
と
言
わ
れ

て
い
る
。『
大
蔵
経
解
説
大
辞
典
』（
雄
山
閣
、
一
九
九
八
年
）
五
六
〇
｜
五
六
一
頁
参
照
。

38
）
『
決
定
往
生
集
』
巻
下
（『
浄
全
』
一
五
・
四
九
六
ａ
）

39
）
『
選
択
集
』（『
浄
土
宗
聖
典
』
第
三
巻
・
八
三
頁
）
法
然
は
善
導
の
『
観
念
法
門
』
を
引
用
し
て
、「
又
云ク
除テ
入ルヲ
三
昧ノ
道
場ニ
、
日
別ニ

念スルコト
彌
陀
佛ヲ
一
萬シ
、テ
畢
命
相
續スル
者ハ
、

蒙リ
彌
陀ノ
加
念ヲ
、
得

除コトヲ
罪
障ヲ
。
又
蒙ル
佛ト
與

聖
衆

常ニ
來テ
護
念シタ。マフコトヲ
ニ

蒙レハ
護
念ヲ
、

得

延
年
轉
壽ヲ
。」
と
ほ
ぼ
同
様
に
述
べ
る
が
、
後
に
続
く
「
長
命
安
楽
」
の
語
を
抜
く
。
こ
こ
か
ら
法
然
は
長
命
安
楽
を
得
る
こ
と
は
往
生

し
た
後
と
考
え
、
こ
の
語
を
抜
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

40
）
『
逆
修
説
法
』（『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
以
下
『
昭
法
全
』
と
略
す
）
二
四
九
｜
二
五
〇
頁
）

八
八
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教
学
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41
）

善
導
は
『
観
無
量
寿
経
疏
』（
以
下
『
観
経
疏
』
と
略
す
）
序
分
義
で
は
「
食
能
延フ

命ヲ
」（『
浄
全
』
二
・
二
二
ａ
）
と
述
べ
て
、
食
事

は
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。

42
）

善
導
は
『
観
経
疏
』
序
分
義
で
は
「
言ハ
慈
心
不
殺ト
者
、
此レ
明ス
一
切ノ
衆
生
皆ナ
以テ
命ヲ
爲ル
ヲ

本ト
。
若シ
見テハ

縁ヲ
、
怖
走リ
藏
避ル
ハ

者
、
但タ
爲ナリ

護ルカ
命ヲ
也
。
經ニ
云ク
、
一
切ノ
ノ

衆
生
無シ
不ト

云

愛セ
壽
命ヲ
。
勿レ
殺
、
勿レ
行

杖ヲ
、
恕テ
己ヲ
可シト
爲

喩ト
。
即
爲

證ト
也
。
言ハ
修
十
善
業ト
者
、
此レ
明ス

十
ノ

之
中ニハ
殺
業
最
ナリ

。
故ニ
列テ
之ヲ
在キ
初ニ
十
善ノ
之
中ニハ
長
命
最
善ナリ
。
故ニ
以

之
相
對スル
ヲ

也
。」（『
浄
全
』
二
・
三
一
ａ
）
と
述
べ
、「
慈
心

不
殺
」
の
解
釈
の
中
で
衆
生
は
命
を
根
本
と
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
「
修
十
善
業
」
の
解
釈
の
中
で
、
十
悪
中
の
殺
生
の
業
は
最
悪
と

し
て
十
善
の
最
初
に
不
殺
生
を
置
い
て
、
長
命
の
最
善
行
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
散
善
義
で
は
「
一
明ス
慈
心
不
殺ヲ
。
然ニ
殺
業ニ
有リ
多

種
。
或
有リ
口
殺
、
或
有リ
身
殺
、
或
有リ
心
殺
。
言ハ
口
殺ト
者
、
處
分
許
可スルヲ
名テ
爲

口
殺ト
。
言ハ
身
殺ト
者
、
動シテ
身
手
等ヲ
指
授スルヲ
名テ
爲

身
殺ト
。
言ハ
心
殺ト
者
、
思

念シ
方
便ヲ
計
校スル
等ヲ
名テ
爲

心
殺ト
。
若
論セハ
殺
業ヲ
不

簡ハ
四
生ヲ
、
皆
能
招キ
罪ヲ
、
障フ
生スル
ヲ

淨
土ニ
。
但
於

一
切
生

命ニ
起ハ
於
慈
心ヲ
者
、
即
是レ
施スナリ
一
切
衆
生ニ
壽
命
安
ヲ

。
亦
是レ
最
上
勝
玄少ノ
戒ナリ
也
。」（『
浄
全
』
二
・
六
一
ａ
）
と
述
べ
、
身
口
意
の
三
業

に
よ
る
殺
生
を
挙
げ
る
。
こ
の
殺
生
の
業
は
罪
を
招
い
て
浄
土
往
生
の
障
り
と
な
る
。
反
対
に
一
切
の
生
命
に
お
い
て
慈
し
み
の
心
を
起

こ
す
な
ら
ば
、
つ
ま
り
不
殺
生
戒
を
持
つ
な
ら
ば
、
一
切
衆
生
に
寿
命
安
楽
を
施
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
善
導
は
不
殺
生
戒
を
最

上
の
勝
れ
た
戒
と
す
る
。
法
然
は
こ
の
よ
う
な
善
導
の
説
示
を
踏
ま
え
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

43
）
「
浄
土
宗
略
抄
」（『
昭
法
全
』
六
〇
四
｜
六
〇
五
頁
）

44
）
「
念
仏
往
生
義
」（『
昭
法
全
』
六
九
一
｜
六
九
二
頁
）

45
）

良
忠
の
『
決
疑
鈔
』
巻
第
五
で
は
、「
轉
壽ハ
是レ
護
念ノ
利

也
。
…
（
略
）
…
莫レ
言
、
西
方ノ
行
者
祈

願スト
現
世ノ
長
壽ヲ
。」（『
浄
全
』
七
・

三
三
九
ｂ
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
転
寿
」
は
阿
弥
陀
仏
の
護
念
の
利
益
と
す
る
。
ま
た
言
う
ま
で
も
な
く
西
方
の
行
者
は
念
仏

を
称
え
て
い
る
の
で
、
現
世
の
長
寿
を
祈
願
し
な
く
て
も
長
寿
を
得
る
と
説
い
て
い
る
。

八
九

延
年
転
寿
の
思
想
史
｜
特
に
浄
土
教
を
め
ぐ
っ
て
｜


